
☆総合戦略事業 　

　

 国・県
支出金

市債 その他 一般財源

1 地 域 振 興 国引きジオパーク推進事業費 14,109        6,109         8,000         

2 定 住 企 業 立 地 推 進 地域おこし協力隊事業費 42,228        780            41,448        

3 産 業 支 援 セ ン タ ー 不昧公が好んだ特産品プロジェクト事業費 1,000         1,000         

4 農 政 地域ブランド産地育成事業費 17,729        1,510         16,219        

5 農 政 松江大根島牡丹振興対策事業費 8,235         500            7,735         

6 水 産 振 興 担い手対策事業費 5,561         2,475         3,086         

7 観 光 文 化 観光プロモーション関連事業 84,711        8,509         76,202        

8 観 光 文 化
不昧公・茶の湯スタジオ形成事業費、松平
不昧公200年祭開催経費

9,000         9,000         -               

9
観 光 文 化
宍 道 支 所 地 域 振 興

トワイライトエクスプレス瑞風おもてなし事業
費、宍道町共創のまちづくり事業費

2,632         2,632         

10 観 光 文 化 ホーランエンヤ事業費 7,069         7,069 -               

11 国 際 観 光 インバウンド観光推進事業費 21,151        21,151        

 国・県
支出金

市債 その他 一般財源

12 政 策 企 画 クラシック音楽によるまちづくり推進事業費 3,500         3,500         

13 定 住 企 業 立 地 推 進
企業立地奨励補助金
本社機能移転・拡充促進補助金

193,478      193,478      

14 産 業 支 援 セ ン タ ー インドＩＴ人材確保・企業連携事業費 10,000        10,000       -               

15 産 業 支 援 セ ン タ ー アクションプラン推進事業費 70,720        70,720        

16 学 校 教 育 まつえ「子ども夢☆未来」プロジェクト事業費 20,652        92             20,560        

17 ス ポ ー ツ
東京オリンピック・パラリンピックホストタウン
推進事業費

3,596         1,798         1,798         

18 ス ポ ー ツ
世界シニアバスケットボール松江2018大会
開催事業費

8,127         8,127         -               

 国・県
支出金

市債 その他 一般財源

19 子 育 て 保育料の軽減の拡充 1,047,405   

20 生 涯 学 習 児童クラブ施設整備事業費 62,578        31,324       6,900         23,912       442            

　３、まちを挙げて結婚・出産・子育てを応援し、若い世代の希望をかなえる

１、地域資源を活用し、個性豊かで強靭な産業を創り上げ、安定した雇用を創出する

所管 事業名
 予算額
（千円）

財源内訳

７　平成２９年度 当初予算　主な事業の一覧

事業名
 予算額
（千円）

所管

財源内訳

　　　は平成２９年度新規事業　

　２、松江の魅力に磨きを掛け、新しい人の流れをつくる

 予算額
（千円）

財源内訳

所管 事業名

保　育　料　の　軽　減　の　拡　充
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 国・県
支出金

市債 その他 一般財源

21 大 橋 川 治 水 事 業 推 進 大橋川周辺まちづくり検討事業費 4,583         2,700         1,883         

22 保 健 福 祉 避難行動要支援者支援事業費 3,859         3,859         

23
介 護 保 険
保 健 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

まちのほけんしつ推進事業費 250            250            

24 ま ち づ く り 文 化 財 歴史的建造物保全継承事業費 7,390         6,000         1,390         

25 ま ち づ く り 文 化 財
重文菅田庵保存修理事業費補助金
史跡及び名勝菅田庵整備事業費補助金

8,262         6,297         1,965         

 国・県
支出金

市債 その他 一般財源

26 地 域 振 興 中海・宍道湖・大山圏域市長会事業負担金 28,689        7,200         21,489        

 国・県
支出金

市債 その他 一般財源

27 地 域 振 興 姉妹都市提携50周年記念事業費 1,717         1,717         

28
資 産 経 営
生 涯 学 習

八束複合施設整備事業費 237,221      222,700      2,700         11,821        

29 観 光 文 化
国際文化観光都市・松江・森の演劇祭事業
費

15,000        15,000        

30 施 設 管 理 一般廃棄物処理施設廃止・解体事業費 7,463         6,700         763            

31 ま ち づ く り 文 化 財
国宝松江城天守耐震対策事業費
石垣修理事業費

78,555        47,158       20,000       11,397        

32 公 園 緑 地 （仮称）二子公園整備事業費 47,209        28,325       17,900        984            

33
管 理
土 木
河 川

道路・河川新設改良事業費 2,350,754   770,465     1,454,200   5,500         120,589      

34 教 育 総 務 南給食センター整備事業費 14,100        14,100        

35 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 市長・市議選挙費 141,857      141,857      

36 農 業 委 員 会 事 務 局 農業委員報酬 27,666        14,000       13,666        

37 中 核 市 移 行 準 備 室 中核市移行準備経費 207,713      810            206,903      

所管 事業名
 予算額
（千円）

財源内訳

所管 事業名
 予算額
（千円）

財源内訳

　５、中海・宍道湖・大山圏域の連携強化により、日本海側の拠点をつくる

☆主要事業（総合戦略事業を除く）

所管 事業名
 予算額
（千円）

財源内訳

　４、時代に合ったまちをつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する
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平成２９年度 当初予算 主な事業の概要

☆総合戦略事業

（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( １ ) ○

14,109

( 諸収入 )

6,109

( ２ ) ○

42,228

( 諸収入 )

780

( ３ ) ○

1,000

１、地域資源を活用し、個性豊かで強靭な産業を創り上げ、安定した雇用
を創出する

定住企業
立地推進

産業支援
センター

事業の概要

 三大都市圏などの市外から「地域おこし協力隊」を採用し、新しい視
点による地元産品を活用した商品の開発や販路の開拓、地域資源の付加
価値向上等の取組みを進めながら、産業人材の育成を図る。（H29年度
は取組みの2年目）

　　●個性豊かで力強く持続可能な産業の創出
　　●安定した雇用環境、地域の活性化

【活動体制】
・地域おこし協力隊　　 10人（H29年度に3人を追加採用予定）
・中核コーディネーター　1人（隊員の活動を統括）※別事業予算

【地域おこし協力隊配置の状況】
・平成28年度 …  7人
・平成29年度 … 10人
　※隊員の任期は3年間。

地域おこし協力隊
事業費

　（地域との協働型
の産業人材の育成
事業費）

所 管

地域振興

 松江市・出雲市・島根大学及び経済界などで構成する「国引きジオ
パーク推進協議会」へ負担金を支出し、日本ジオパークの認定を目指
す。

【事業概要】
・ジオパーク認定申請提出
・ジオサイトの選定・研究
・ボランティアガイドの養成
・シンポジウムの開催など普及・啓発

事 業 名

不昧公が好んだ特
産品プロジェクト事
業費

　（商工業振興対策
事業費）

国引きジオパーク
推進事業費

松江城国宝化の好機を捉え、また東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ開催に向けたｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞを
推進するため、地域資源をﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟした魅力の高い商品（お土産な
ど）を開発する民間の取組みを支援する。

　→　需要低迷などの課題解決につなげ、地場産業の成長を促す。

【開発分野】
　・和菓子
　　　例）不昧公没後200年（平成30年）に向けた魅力ある商品開発
　・かまぼこ
　　　例）未利用魚や学生のアイディアを活用した商品開発
　・出雲民芸紙、来待石
　　　例）インテリアなど、新しいデザイン・商品の開発
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ４ ) ○

17,729

( 県支出金 )

1,510

( ５ ) ○

8,235

( 県支出金 )

500

農 政

所 管

地域ブランド産地
育成事業費

　（特産物振興対策
事業費）

事 業 名

松江大根島牡丹振
興対策事業費

（特産物振興対策
事業費）

 農産特産物の販路拡大・生産振興を図るため、生産者やＪＡしまねの
取組みを支援する。また、特産物の販路拡大、６次産業化、農水商工連
携を推進するため、特産品推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを引き続き雇用する。

＜主な取組み＞
　「玄丹そば」
　　・高効率生産　4,000円/10a（1ha以上）
　　・刈取助成　　3,000円/10a

　「津田かぶ」
　　・品質向上、高位平準化のための種子選別・増殖（1/2補助）

　「西条柿」
　　・生産機器等の購入支援（1/2補助）
　　・ＧＩ(地理的表示)登録の支援による付加価値向上・販路拡大

　「たまねぎ」
　　・生産拡大し、学校給食などの地元消費拡大
　　・生産資材等の購入支援（1/2補助）

 平成27年2月に策定した「松江大根島牡丹振興計画」により、将来にわ
たって持続可能な牡丹産地づくりを行う。（販路開拓・生産振興の促
進）

　○販路開拓による需要の掘り起し・単価の向上
　　・海外販路拡大　3,935千円
　　　ロシア（ウラジオストク、ハバロフスク）、台湾、ドイツ など

　　・国内販路拡大 554千円
　　　首都圏・京阪神での商談・ＰＲ活動

　　・データベースによる新品種作出　667千円
　　　牡丹品種ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽのDNA情報を活用し、新品種を作出する事業
      に対する補助（2/3補助）

　○生産基盤の強化による生産効率の向上
　　・土壌病害虫対策確立 2,400千円
　　　(1)土壌病害虫対策事業（1/2補助）
　　　(2)芍薬台木温湯処理事業補助金（1/2補助）

　○就農しやすいしくみづくりによる新規就農者の掘り起こしと育成
　　・新規就農者支援　684千円
　　　(1)接木受託作業実証事業補助（1/2補助）
　　　(2)経営早期安定対策事業補助（1/3補助）

事業の概要

農 政
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ６ ) ○

5,561

( 市債 )

2,475

( ７ ) ○

84,711

( 基金繰入金 )

8,509

観光プロモーション
関連事業

（観光イベント事業費）
（観光客受入事業費）
（ＪＲとの連携強化事業
費）
（観光誘致宣伝事業
費）

事 業 名 事業の概要 所 管

観光文化

観光プロモーション戦略に基づいて取り組む。
JRグループ等による広域観光キャンペーン「山陰デスティネーション
キャンペーン」と連動した特別企画を実施することで、JRグループの情
報発信力を活用した国内外への情報発信を行う。

１．観光プロモーション　45,202千円
　　①首都圏や関西圏、中京圏など大都市圏でのPR
　　　・「茶の湯文化」をアニメなどを使ってユニークで分かりやくPR
　　　・JRと連携した関西主要駅での観光PRキャラバンの実施
　　　・大口町などと連携した中京圏でのPR
　　　・東京や大阪の観光情報説明会を活用した旅行会社への営業活動
　　②「やまなみ街道･しまなみ海道」連携による山陽･四国方面でのPR
　　　・ふるさとフェアなどでのPR
　　③広域連携による情報発信
　　　・各地の県人会や松江会などとの連携
　　④観光ホームページやSNSなどの媒体を活用した情報発信

２．特別企画　39,509千円
　　①水燈路の長期開催（9月～10月・5週間）
　　②堀川川床茶席「夏の夕涼み茶席」を開催
　　③おもてなし茶席の設置（JR松江駅など）
　　④松江城周辺の景観照明を充実

 水産業の担い手確保のため、新規漁業就業者等に対し設備・備品の整
備に必要な経費等を補助する。

①新規漁業者支援事業　361千円
　新規漁業者の漁船等購入経費を補助。
 （1/2補助）（上限 3年間で3,000千円）

②経営多角化支援事業　1,500千円
　複合経営に向け、新たに養殖漁業等に取り組むグループに対し、
　試験事業に要する経費を補助。（10/10補助）（上限 500千円）

③新規自営漁業者定着支援資金の貸付　3,700千円
　漁労技術習得研修を1年以上受けた者で、55歳未満の新規自営漁業者
に貸付。

担い手対策事業費

（漁業者育成事業
費）

水産振興

※山陰デスティネーションキャンペーン（山陰DC）
[概要] JRグループが中心となり、行政、観光事業者、旅行会社などが一体と
　　  なって行う広域的な観光誘客キャンペーン。
[キャッチコピー] Nostalgic San'in わすれがたき山陰
[スケジュール]
　H29.7-9　プレDC
　H30.7-9　DC（本番年）
　H31.7-9　アフターDC
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ８ ) ○

9,000

( 基金繰入金 )

9,000

( ９ )

2,632

○ 宍道町共創のまちづくり事業　1,000千円
　「トワイライトエクスプレス瑞風」の宍道駅停車を契機として、宍道
地域の振興事業を行う。

　地域団体によるまちづくりの取組みに対する補助 1,000千円

観光文化

事業の概要

1. 不昧公・茶の湯スタジオ形成事業　4,000千円

　①春のお堀端茶席
　　　4/29～5/7 （5/2を除く8日間）
　　　堀川特設川床茶席、赤山茶道会館、松江城二の丸下の段、
　　　松江歴史館、椿谷北側入口の公園

　②秋の松江城大茶会
　　　10/7～8　※特別茶席：10/14～15
　　　松江城二の丸・馬溜、堀川特設川床、赤山茶道会館、
　　　松江歴史館、へるん旧居、物見櫓、興雲閣

2. 松平不昧公200年祭開催準備経費　5,000千円

　・特産品制作準備（和菓子、料理、工芸品）
　・プロモーション等
　・詳細計画作成

所 管事 業 名

不昧公・茶の湯スタ
ジオ形成事業費

松平不昧公200年
祭開催経費

○

観光文化

宍道支所
地域振興

トワイライトエクスプレス瑞風おもてなし事業　1,632千円
　「トワイライトエクスプレス瑞風」の立ち寄り地として、乗客に対し
て松江らしい”おもてなし”を提供する。

　1. ＪＲ松江駅での「おもてなし」　632千円
　　①運行開始記念セレモニー 6/22（木）
　　　・横断幕や武者の演武などによるお見送り
　　②到着毎のおもてなし（毎週木曜日）
　　　・武者による賑わい創出とお見送り

　2. 「瑞風」乗客向けのプロモーション　1,000千円
 　　 ・駅構内乗客専用エリアへのPRブース設置
　　　・乗客用PRパンフレット作成

トワイライトエクスプ
レス瑞風おもてなし
事業費
宍道町共創のまち
づくり事業費

（ＪＲとの連携強化事業
費、地域振興事業費）

新規
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( １０ ) ○

7,069

( 基金繰入金 )

7,069

( １１ ) ○

21,151インバウンド観光推
進事業費

外国人観光客の増加を図るため、海外旅行会社への商品造成の働きか
け、松江の知名度を高めるための情報発信、受入環境整備を行う。また
多くの外国人観光客が訪れる広島方面との縦軸ルートの認知度を高め、
誘客を促進する。

【主な事業内容】
・体験メニューの開発…茶の湯、和菓子、酒蔵巡りなど 《新規》
・松江･広島間高速ﾊﾞｽの外国人向けﾜﾝｺｲﾝ料金（片道500円）による誘客
促進事業
・商品造成促進…旅行会社訪問・招請・商談会開催など
・情報発信…ブログ、SNS、雑誌などを活用したPR
・受入環境整備…外国語パンフレット作成

【国・地域別】
・台湾・・・　旅行会社訪問・招請、ブロガー招請、イベント出展
・韓国・・・　旅行会社訪問・招請、ブログ運営
・香港・・・　商談会開催、雑誌等による情報発信
・フランス・・・　旅行博出展、旅行会社・メディア招請
・タイ・・・　商談会参加、旅行会社訪問、SNSによる情報発信

事 業 名

ホーランエンヤ事
業費

平成31年5月のホーランエンヤ開催準備、情報発信経費。

【スケジュール】
　H29　事前調査、関係組織立ち上げ、広報
　H30　実施計画策定、櫂伝馬船改修・補修、桟橋設置工事、広報
　H31  広報、本番

国際観光

観光文化

事業の概要 所 管

新規
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( １２ ) ○

3,500

( １３ ) ○

193,478

( １４ ) ○

10,000

( 基金繰入金 )

10,000

クラシック音楽によ
るまちづくり推進事
業費

企業立地奨励補助
金

本社機能移転・拡
充促進補助金

インドＩＴ人材確保・
企業連携事業費

　（商工業振興対策
事業費）

＜企業立地奨励補助金：118,471千円＞
　松江市企業立地奨励条例に基づく助成金。
　・用地取得費助成金
　　…用地取得費の30％以内を補助（上限額：3億円）

　・立地奨励金
　　…操業開始後、立地に係る投下固定資産に対する固定資産税相当額
　　　（賦課初年度から3年間）

　・雇用促進奨励金
　　…新規雇用従業員数×30万円
　　　（※操業日から4年経過後に5人以上新規雇用）

＜本社機能移転・拡充促進補助金：75,007千円＞
　松江市への本社機能の移転・拡充を促進するための独自の支援制度。
　　→ 本社機能移転等による雇用の場の創出や定住につなげていく。

　・投下固定資産補助金…本社機能該当の投下固定資産の10％
　　（H29年度に助成）
　・固定資産税相当額補助、雇用促進補助金
　　（後年度に助成）

　中海・宍道湖・大山圏域とケララ州との交流を深め、特にＩＴ分野で
の企業間交流、同州からの人材確保を推進し、圏域の産業成長につなげ
ていく。
　平成28年度から事業展開しており（圏域・ｹﾗﾗ州の実態調査、ｲﾝﾀｰﾝｼｯ
ﾌﾟ 等）、取組みを継続する。

　＜H29年度の取組み＞
　　圏域での人材受入の環境整備を促進
　　・ケララ州での啓発事業
　　・圏域での啓発事業
　　・ケララ州での日本語教育の充実支援
　　・ケララRubyセンターの運営支援
　　・暮らしや雇用の支援制度の検討

　事業主体…「松江市インドＩＴ人材確保・企業連携事業実行委員会」

事 業 名 事業の概要 所 管

国内外のトッププロ・地元演奏家・地域・子どもたちが一体となって創
り上げる共創の音楽祭「松江クラシックス音楽祭2017」の実行委員会へ
の補助。

【事業内容】
　松江クラシックス音楽祭2017
　　開 催 日  ：5月14日～28日　計5回公演
　　開催場所　：プラバホール、県民会館、市民活動センター等

政策企画

２、松江の魅力に磨きを掛け、新しい人の流れをつくる

定住企業
立地推進

産業支援
センター

新規
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( １５ ) ○

70,720

( １６ ) ○

20,652

( 国庫支出金 )

92

( １７ ) ○

3,596

( 基金繰入金 )

1,798

事業の概要事 業 名

アクションプラン推
進事業費

（ものづくりアクショ
ンプラン事業費）

まつえ「子ども夢☆
未来」プロジェクト
事業費

東京オリンピック・パ
ラリンピックホストタ
ウン推進事業費

産業支援
センター

市立小中学校の教育力や教師の授業力向上を図るため、重点教科(国
語、算数・数学、英語)の設定や巡回指導の充実、学力向上支援員の配
置および学習意欲の向上を図る取組等を実施し、児童生徒の「確かな学
力」を育成する。

【事業概要】
○松江城授業化プロジェクト　2,602千円
・「国宝・松江城」に関する学習を、市立全小学校６年生共通の
　ふるさと学習として位置付け実施する。
・６年生全員が松江城・松江歴史館見学を実施する。（H28～）
・「児童向け／国宝松江城ハンドブック」を６年生全員に配布する。

○学力向上のための人員配置等　13,318千円
・学力向上支援員配置　　　6校 (小4校、中2校）
・学力向上対策研究費補助　5校（小3校、中2校）

○学力向上対策講演会 　 　   144千円

○学力向上指導講師配置　   2,149千円

○第4回イングリッシュフェスティバルの開催 520千円
　
○松江てらこや(補充学習会) 1,640千円

○キャリア教育の推進　　     279千円
・「まつえ『子ども夢☆未来』塾」（地元企業の職業人を講師とした
　小・中学生対象の出前授業）を実施する。等

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けたホストタウン事業を
推進する。
　
【事業概要】
　・アイルランドオリンピック関係者等による事前視察団受け入れ

　・オリンピアン、パラリンピアンの招聘
　　　学校訪問等事業 - 実体験に基づく体験談、実技指導、市民交流
                       等を実施

ものづくり企業等が取り組む技術力・営業力の強化、製品販売先・受注
先の拡大、高付加価値や地域特性を活かした製品開発などを支援し、雇
用拡大や地域経済の成長を促進する。

＜主な支援メニュー＞
　・設備導入支援事業費
　　　…　工作機械等の設備取得経費に対する助成
　　　　　（設備取得価額の10％、上限2,000千円）

　・販路開拓支援事業費
　　　…　国内外で開催される展示会への出展経費に対する助成
　　　　　（補助率1/2、上限1,000千円）

　・小規模企業（従業員数20人以下）支援事業費
　　　…　設備導入、人材育成、ソフトウェアの導入など
　　　　　（補助率2/3、上限300千円）

スポーツ

所 管

学校教育

新規
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( １８ ) ○

8,127

( 基金繰入金 )

8,127

（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( １９ ) ○

1,047,405

子 育 て

世界シニアバスケッ
トボール松江2018
大会開催事業費

事 業 名 事業の概要

子育て世代の負担軽減と少子化対策推進を図るため、認可保育所等の入
所児童のいる保護者に対して保育料を軽減する。

【松江市独自の取組】
　・国基準額の6割程度の保育料負担に軽減。
　・所得階層区分を細分化し、階層間の金額差を縮小。
　・小学校6年生以下の第3子以降の保育料無償化。

【島根県の制度に対応した取組】
　・低所得世帯の第1子・第2子の保育料を軽減。

【国の制度に対応した取組】
　・きょうだい同時入所の第2子半額、第3子以降無償化。
　・年収約360万円未満の世帯について、多子軽減にかかる年齢制限を
　　撤廃し、保育料を軽減。

※平成29年度は、国の制度改正に対応し、年収約360万円未満の世帯の
　保育料軽減を更に拡充予定。（H29拡充）

※平成28年度保育所入所者数　7,095人（10/1現在）

〈待機児童対策〉
　保育所施設整備事業費補助金等により、利用定員数の増加を推進し、
　待機児童対策を行っている。

所 管

保育料の軽減の拡
充

３、まちを挙げて結婚・出産・子育てを応援し、若い世代の希望をかなえる

事 業 名 事業の概要

所 管

平成30年に開催される世界シニアバスケットボール大会に向け実行委員
会（平成29年4月発足予定）へ開催準備の補助を行う。

【大会概要】
大会名：ＦＩＭＢＡワールドリーグ松江2018大会
　　　　　　※FIMBA：世界ｼﾆｱﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ連盟
開催期間：Ｈ30.4.21～26（6日間）
会　　場：松江市総合体育館、鹿島総合体育館
参加者数：概ね900名

スポーツ

保育料独自軽減
市負担総額

（児童一人当り
約148千円）

【定員数の推移】
年　度 H24 H25 H26 H27 H28
施設数（箇所） 69 71 71 71 74
定員数（人） 6,235 6,384 6,344 6,375 6,489
※H26に定員が減ったのは、城西幼保園開園に伴い、末次保育所の３歳～５歳の定員枠を幼

稚園枠に移行したため。

新規
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ２０ ) ○

62,578

( 国庫支出金 )

15,662

( 県支出金 )

15,662

( 市債 )

6,900

( 基金繰入金 )

23,912

（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ２１ ) ○

4,583

( 諸収入 )

1,700

( 基金繰入金 )

1,000

事業の概要 所 管

所 管事業の概要

大橋川治水
事 業 推 進

４、時代に合ったまちをつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域
を連携する

事 業 名

大橋川周辺まちづ
くり検討事業費

児童クラブ施設整
備事業費

（放課後児童健全
育成事業費）

生涯学習

事 業 名

待機児童の解消や環境改善のために、児童クラブの改築を行う。

①しんじっ子クラブ改修工事　22,024千円
　 入会数：53名（定員60名）
　 宍道小学校大規模改修に併せ、学校内に改修移転
 
②佐太児童クラブ改修工事　40,554千円
　　入会数17名（定員40名）
　　佐太幼稚園改築に併せ、2階に整備

大橋川改修を契機にした大橋川周辺のまちづくりの方策を検討する。

【事業内容】
・水辺のまちづくり計画を作成し、併せて市民・各団体と共創による、
水辺の利活用に関するイベントや意見交換会を開催する。

・同計画の具現化に向けた民間やＮＰＯ等の取組を支援し、水辺の魅力
向上と中心市街地の賑わい創出に繋げる。
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ２２ ) ○

3,859

( ２３ ) ○

250

( ２４ ) ○

7,390

( 基金繰入金 )

6,000

所 管事業の概要事 業 名

介護保険
保健ｾﾝﾀｰ

まちのほけんしつ
推進事業費

（地域包括ケアシステ
ム構築事業費）

本市の歴史的資源である歴史的建造物を将来にわたって保全継承すると
ともに活用を図り、歴史的景観を活かしたまちづくりを進める。

【事業内容】
① 歴史的建造物の登録、外観保全等にかかる修繕費の補助
② 歴史的建造物の悉皆調査

【H29の主な計画】
　・歴史的建造物の登録：6件程度
　・歴史的建造物保全活用審議会（開催時期：7月・1月）
　・登録歴史的建造物の外観保全等にかかる修繕費の補助
　・歴史的建造物の２次調査：7件程度（旧城下町エリア）

まちづくり
文 化 財

避難行動要支援者
支援事業費

健康・育児等気軽に相談できる場を創出するため、地域の実情に応じた
「まちのほけんしつ」を設置する。

【事業概要】
島根県看護協会と連携し、看護職を配置して開催。平成29年度は1会場
から3会場程度に拡充する。また、看護協会・公民館・自治会と連携し
て地域に埋もれた看護人材の発掘を行う。

保健福祉

高齢者・障がい者等に対し、災害時や平常時に支援を行う「地域で見守
り助け合い事業（避難行動要支援者支援事業）」について、要支援者の
名簿情報を管理するシステムの機器更新等を行う。

＜地域で見守り助け合い事業＞
【対象者】約25,300人(H28年12月末時点）
　①75歳以上のひとり暮らし高齢者又は75歳以上の高齢者のみの世帯
　　に属する者
　②障がい者手帳所持者（身体、療育A・B、精神1・2級）
　③要介護認定3～5を受けている者

【名簿登録及び活用方法】
・対象者に対し、平常時から名簿情報を関係者へ提供することについ
　て同意確認を行う。
・同意を得た対象者の名簿情報を、地域での平常時からの声掛けや見
　守り活動に活用する。また、災害時等には避難支援、安否確認等の
　支援活動に活用する。
・不同意者については、災害時の支援活動にのみ名簿を活用する。

歴史的建造物保全
継承事業費

(歴史文化まちづく
り推進事業費）

 <支援関係者>
　①消防機関  ②警察機関  ③社会福祉協議会
　④民生児童委員  ⑤自治会  ⑥自主防災組織
  ⑦見守り組織（要配慮者支援組織）

拡充
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ２５ ) ○

8,262

( 基金繰入金 )

6,297

（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ２６ ) ○

28,689

( 国庫支出金 )

7,200

 所有者が実施する重要文化財 菅田庵及び向月亭（建造物）と、その周
辺の史跡及び名勝指定地（庭園）の保存・整備工事を支援し、平成３１
年秋以降の一般公開を目指す。

事業の概要 所 管

事業の概要 所 管

まちづくり
文 化 財

重文菅田庵保存修
理事業費補助金

史跡及び名勝菅田
庵整備事業費補助
金

（文化財保存整備事
業費）

宍道湖・中海・大山圏域の総合的・一体的な発展に向けて組織する「中
海・宍道湖・大山圏域市長会」への負担金

【主な事業】
＜産業振興＞　　産学医工連携、山陰いいものマルシェ
＜観光振興＞　　圏域ＤＭＯ（仮称）の設立・事業展開
　　　　　　　　国内外への観光プロモーション
＜環境保全＞　　自然環境学習
＜連携と協働＞　未来創造塾

中海・宍道湖・大山
圏域市長会事業負
担金

（広域行政推進事
業費）

事 業 名

地域振興

事 業 名

５、中海・宍道湖・大山圏域の連携強化により、日本海側の拠点をつくる

文化財 重要文化財　菅田庵及び向月亭 史跡及び名勝　菅田庵

事業内容 保存修理事業 修復整備事業

事業期間 Ｈ27～Ｈ31 Ｈ29～Ｈ31

概算総事業費 324,389千円 105,034千円

Ｈ27　仮設
Ｈ28　地盤調査、解体調査
　　　耐震診断
Ｈ29　基礎・木工事
      構造補強工事
　　　御風呂屋屋根工事
Ｈ30　保存修理工事
～Ｈ31

Ｈ29　整備基本計画策定
　　　実施設計
　　　管理用建物解体調査
Ｈ30　修復整備工事
～Ｈ31

市補助見込額
（Ｈ29年度）

5,350千円 2,912千円

Ｈ31　竣工披露記念茶会開催
（不昧公200年祭記念事業の一環）

スケジュール

新規
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ２７ ) ○

1,717

( ２８ ) ○

237,221

( 市債 )

222,700

( 諸収入 )

2,700

( ２９ ) ○

15,000

( ３０ ) ○

7,463

( 市債 )

6,700

旧南工場について、解体工事に係る実施設計を行う。

【スケジュール（予定）】
　H28　基本計画策定
　H29　解体工事実施設計
　H30～H31　解体本工事

国際文化観光都市
・松江・森の演劇祭
事業費

（芸術文化振興事業
費）

一般廃棄物処理施
設廃止・解体事業
費

姉妹都市提携50周
年記念事業費

（広域行政推進事
業費）

事 業 名

宝塚市・松江市姉妹都市提携50周年を迎えるにあたり記念式典を開催す
る。

・記念式典
　　日程（会場）：H29.10.14（プラバホール）
　  式典概要  　：交流の軌跡、功労賞表彰、交流トーク、ミニ演奏会

・姉妹都市提携50周年記念行事
　　日程（会場）：H29.10.29（プラバホール）
　  事業概要　　：合同演奏会

地域振興

観光文化

事業の概要

☆主要事業（総合戦略事業を除く）

資産経営

生涯学習

第6回森の演劇祭（旧・八雲国際演劇祭）の開催補助

【日程】　11/2～5
【場所】　しいの実シアター、平原会館、アルバホール、
　　　　八雲公民館　他
【補助交付先】　演劇祭実行委員会
【規模】　13劇団による14公演
【過去の開催】
　H14、H16、H19、H22、H26

八束複合施設整備
事業費

施設管理

所 管

支所と公民館の複合施設整備を行う。

・八束複合施設整備事業
　【総事業費】243,485千円
　H28　実施設計
　H29　改修工事
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ３１ ) ○

78,555

( 国庫支出金 )

35,369

( 県支出金 )

11,789

( 寄附金 )

20,000

( ３２ ) ○

47,209

( 国庫支出金 )

28,325

( 市債 )

17,900

( ３３ ) ○

2,350,754

( 国庫支出金 )

705,021

( 県支出金 )

65,444

( 市債 )

1,454,200

( 分担金 )

5,500

国宝松江城天守耐
震対策事業費

石垣修理事業費

（国宝松江城天守整
備費、史跡松江城整
備費）

（仮称）二子公園整
備事業費

道路・河川新設改
良事業費

事 業 名

国宝天守の耐震補強工事と史跡松江城の石垣の修理を行う。

1. 天守の耐震補強工事  5,534千円
　【事業内容】
　　・耐震補強工事基本計画策定委員会開催経費　1,268千円
　　・耐震補強工事基本計画の策定 　4,266千円
　【スケジュール】
 　H29　補強案検討、基本計画策定
 　H30　実施設計、耐震補強工事
 　H31　耐震補強工事
　【総事業費】 35,930千円

2. 崩落の危険性が高い石垣の修理を年次的に行う。 73,021千円
　【H29工事】　東内堀石垣（惣門橋通りの堀石垣）の石垣修理工事
               および石垣総合調査報告書作成
             　・石垣修理工事面積　120㎡
　【事業期間】　H28～H29
　【総事業費】　144,950千円

事業の概要

まちづくり
文 化 財

安心・安全なまちづくりを目指すため、市道の新設改良、河川整備、定
期点検・長寿命化対策を行う。

　・主要道路、河川整備　　　　　　　　　　　 1,580,059千円
　　（うち大橋川改修関連事業　　　　　 　　    309,755千円）
　・生活関連道路、河川の整備　　　　　　　　　 450,154千円
　・交通安全施設整備（交差点改良、歩道拡幅等）  50,000千円
　・歩道・歩行空間等整備（通学路等の歩道整備）  46,541千円
　・道路、橋りょう、道路付属物の点検・長寿命化 224,000千円

所 管

八束町北西岸埋立地をグランドゴルフなどの軽スポーツのできる多目的
公園として整備する。併せて災害時に避難用等の大型ヘリが離発着可能
な公園とする。

【総事業費】
　132,367千円

【スケジュール】
　Ｈ28　　　　実施設計
　Ｈ29・30　　工事

【財　　源】
　防衛施設周辺民生安定施設整備事業費国庫補助金

公園緑地

管 理
土 木
河 川

新規

新規
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（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ３４ ) ○

14,100

( ３５ ) ○

141,857

( ３６ ) ○

27,666

( 県支出金 )

14,000

事 業 名 事業の概要

市長・市議選挙費

任期満了を受け、市長・市議選挙を行う。

・任期満了日　 　　平成29年4月23日
・選挙期日　　　　 平成29年4月16日
・告 示 日　       平成29年4月9日
・選挙すべき人数　 市長、市議会議員34人
・投票区数　　　　 98投票区
・選挙人名簿登録者数(12月2日現在)
　　　　　　　　　 169,896人 (男80,417人　女89,479人)

南給食センター整
備事業費

所 管

選挙管理
委 員 会
事 務 局

教育総務

農業委員報酬

　改正農業委員会法の施行（H28.4.1）に伴う農業委員の任期の経過措
置により、現委員の任期満了日の翌日である平成29年7月24日から新農
業委員会体制に移行する。

 新体制では、農業委員とは別に、農地利用の最適化の推進のための現
場活動を行う「農地利用最適化推進員」を新設する。

　※農地利用の最適化…担い手への農地集積・集約、遊休農地の発生
　　　　　　　　　　　防止・解消、新規参入の促進を図る。

《現行体制における報酬》
　　農業委員　37人

《新体制における報酬　①＋②》
①基礎報酬(一般財源13,666千円）
　　農業委員　　　　　　　　19人
　　農地利用最適化推進委員　45人
②最適化活動報酬（農地利用最適化交付金14,000千円〔県支出金〕）
　　農地利用の最適化に係る活動及び成果の実績に応じて配分のうえ、
　　農業委員及び農地利用最適化推進委員に月額支給する。

農業委員
会事務局

老朽化した南給食センターの整備において、設計・施工から維持管理・
運営までを一括して発注するＤＢＯ方式（性能発注型公設民営手法）を
採用し、要求水準書や選定基準の作成から審査、事業契約に至るまでの
発注手続きを円滑に進めるために、発注支援業務委託を行う。

【南給食センター整備スケジュール】
Ｈ28　　　　　　整備手法の検討調査
Ｈ29.2～Ｈ30.3　発注作業、プロポーザルにより事業者決定
Ｈ30.3～Ｈ32.3　設計・施工
Ｈ32.4～　　　　運営・維持管理

-31-



（単位：千円）

予 算 額
( 特 定 財 源 )

( ３７ ) ○

207,713

( 諸収入 )

810

中核市移行準備経
費

事 業 名 事業の概要

中核市移行の準備をするために、情報システムの整備、執務室の整備、
備品等の購入、事前の研修、広報などを行う。

中核市移
行準備室

所 管

（単位：千円）

項目 金額 備考

母子父子寡婦福祉資金貸付金

特定不妊治療費助成

小児慢性特定疾病医療費助成

身体障がい者手帳交付

大気汚染常時監視

浄化槽管理

事務用パソコン整備等 3,683

事業用備品購入 3,997 有害大気測定機器

事前研修の旅費等 3,457

庁舎改修、庁用備品等 6,635

その他 8,571 消耗品、通知、広報等

小　　計 62,617

研修派遣13名分

移行準備事務10名分

合　　計 207,713

情報システム整備 36,274

職員人件費 145,096
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